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Antonioに作者はどのような意味をもたらしているのか
村　松　理　恵
I．Bassanioに対する Antonioの友愛について
アントーニオ（Antonio）のバッサーニオ（Bassanio）に対する友愛は大変
深い。そのことが最も強く感じられる言葉を手がかりにして考察していきた
いと思う。
Bass.   　To you Antonio
 I owe the most in money and in love,   （Ⅰ,i,130-31）1
 Ant. My purse, my person, my extremest means
 Lie all unlock’d to your occasions.  （Ⅰ,i,138-39）
Ant. And out of doubt you do me now more wrong
  In making question of my uttermost
 Than if you had made waste of all I have :
 Then do but say to me what I should do
 That in your knowledge may by me be done,
 And I am prest unto it :  （Ⅰ,i,155-60）
バッサーニオがアントーニオにお金の面でも、友情の面でも大変世話にな
り深い愛情をもらっていることがわかる。また、借りたお金の返済もせずに、
再び借金の申し入れを請うバッサーニオに対してアントーニオは遠慮せずに
何でも言ってくれと言う。遠慮することは、全財産を食いつぶすよりもひど
いことだとまで言い、バッサーニオの頼みなら喜んで応じるというせりふか
ら、バッサーニオに対する強い、そして深い友情が感じられる。
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次は、サリーリオ（Salerio）がサレーニオ（Solanio）に対して語るせりふ
でバッサーニオがポーシャ（Portia）のところに行くため、アントーニオと
別れる二人の姿を語っている。
Sal. A kinder gentleman treads not the earth, ― 
 I saw Bassanio and Antonio part,
 Bassanio told him he would make some speed
 Of his return : he answered, “Do not so,
 Slubber not business for my sake Bassanio,
 But stay the very riping of the time,
 And for the Jew’s bond which he hath of me ―　
 Let it not enter in your mind of love : 
 Be merry, and employ your chiefest thoughts
 To courtship, and such fair ostents of love
 As shall conveniently become you there.”
 And even there （ his eye being big with tears ）, 
 Turning his face, he put his hand behind him, 
 And with affection wondrous sensible
 He wrung Bassanio’s hand, and so they parted.
 （Ⅱ,viii,35-49）
Sol. I think he only loves the world for him. （Ⅱ,viii,50）
アントーニオはとにかくバッサーニオの幸せだけを願い、自分のことは気
にしなくていいと語っているところからも分かるように、アントーニオの
バッサーニオに対する友愛は、友情の深さを超えた、兄のような寛大な愛な
のである。
有名な箱選びも終わり、ポーシャを娶ったバッサーニオのところにアン
トーニオからの手紙が届く。
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Bass.  [Reads] Sweet Bassanio, my ships have all miscarried,  
my creditors grow cruel, my estate is very low, my bond to the 
Jew is forfeit, and since in paying it, it is impossible I should live, 
all debts are clear’d between you and I,  
if I might but see you at my death : notwithstanding,   
use your pleasure,―if your love do not persuade you to come,  
let not my letter. （Ⅲ,ii,314-20）
バッサーニオのために借りたお金がアントーニオの命を奪おうとしてい
る。こんな状態になりながらもアントーニオは、バッサーニオの気持ちを一
番に、大切に考えている。自分の気持ちは控えながらも、死ぬ前に一目会え
たらと願うアントーニオの気持ちの深さがとてもせつなく伝わってくる言葉
である。また、法廷の場面でも友愛が語られている。
Bass. Good cheer Antonio !  what man, courage yet !
 The Jew shall have my ﬂesh, blood, bones and all,
 Ere thou shalt lose for me one drop of blood. （Ⅳ,i,111-13）
Ant. I am a tainted wether of the ﬂock,
 Meetest for death, ― the weakest kind of fruit 
 Drops earliest to the ground, and so let me,
 You cannot better be employ’d Bassanio,
 Than to live still and write mine epitaph. （Ⅳ,i,114-18）
アントーニオはバッサーニオのためならすべてを投げ打ってもかまわな
い、つまり、死んでもかまわない、いやむしろ死ぬのにふさわしい人間であ
るとさえ思い定めている。そして、
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You cannot better be employ’d Bassanio,
Than to live still and write mine epitaph. （Ⅳ,i,117-18）
 
たった 2 行のこのせりふは、舞台の上では、ほんの束の間現われて、つゆと
消えていってしまう言葉であろうが、見る者の心には強く残る。そして、た
とえ私のすべてが忘れ去られることになっても、「死」はあなたの記憶をこ
の地上から取り去ることはできない“Your name from hence immortal life shall 
have”の意志未来の意味の ‘shall’ の中に愛の強さを感じ、Sonnet の中で謳わ
れている作者シェークスピア（Shakespeare）の想いと重なり、アントーニオ
のバッサーニオに対する想いの深さを強く感じるのである。
Or I shall live your epitaph to make,
Or you survive when I in earth am rotten,
From hence your memory death cannot take,
Although in me each part will be forgotten.
Your name from hence immortal life shall have,
Though I once gone to all the world must die.・・・
You still shall live such virtue hath my pen
Where breath most breathes, even in the mouths of man.
 （Sonnet 81）2 
そして、シャイロックに対する証文通りの運びになっていき、アントーニ
オの死を覚悟するせりふが次の言葉である。
Ant. Tell her the process of Antonio’s end,
 Say how I lov’d you, speak me fair in death : 
 And when the tale is told, bid her be judge
 Whether Bassanio had not once a love :
 Repent but you that shall lose your friend
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 And he repents not that he pays your debt. （Ⅳ,i,270-75）
“Say how I lov’d you.”どれだけバッサーニオのことを愛していたか、バッ
サーニオを心からの親友だと思っている私がいることを伝えてくれと頼むこ
の言葉は、まさしくアントーニオのバッサーニオに対する友愛の言葉と言え
よう。そして、“Repent but you that shall lose your friend”の ‘your friend’ を失
うことを悲しいと思ってくれたら、君の負債を払うことはつまり、死ぬこと
であり、死んでいくことに悲しみはないとは、バッサーニオのために死んで
いくことを十分に覚悟ができていて、満足し、喜びでもあるかのように語っ
ている言葉だと言えよう。
そして、バッサーニオの方はどうであろうか。裁判が終わり、終局の「指
輪紛失事件」においてもバッサーニオが死ぬまで身につけていると妻ポー
シャに誓った指輪を、そして、この指輪だけはどうしてもあげられないと拒
み続けたバッサーニオが、彼女との誓いを裏切ってまでもその指輪を法学博
士に扮するポーシャにあげてしまったのは、親友であるアントーニオから次
のように懇願されたからである。
My Lord Bassanio, let him have the ring,
Let his deservings and my love withal
Be valued ’gainst your wife’s commandement. （Ⅳ,i,445-47）
彼は親友アントーニオの頼みならば指輪を手放す準備もできていたのであ
る。妻ポーシャとの誓いを裏切ってまでもこのアントーニオの懇願に応えた
のは、劇の始まりからずっと尽くしてくれたアントーニオの厚意に対する代
価を示すものであり、劇の終局にきて、それだけ深い、大きな思いでバッサー
ニオはアントーニオに尽くす、尽くしたいと思っていたからではないだろう
か。そのくらい指輪をあげたことは、バッサーニオのアントーニオに対する
大きな思いが込められていたと言えよう。
そして、頼んだことに責任を感じたアントーニオは、“I am th’ unhappy 
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subject of these quarrels.”（V-i 238）と言う。そして、さらにみんなの幸せを願っ
て次のように語るのである。
I once did lend my body for his wealth,
Which but for him that had your husband’s ring
Had quite miscarried. I dare be bound again,
My soul upon the forfeit, that your lord
Will never more break faith advisedly. （Ⅴ,i,249-53）
確かにバッサーニオは放蕩生活を送り、アントーニオの全財産を食い潰し
てしまうくらい仕様のない人間であるが、アントーニオからの友愛によって
人間として成長し、今度は機知にとんだ直観力のあるポーシャとの愛によっ
て更に教育されるのである。バッサーニオにとってポーシャとの恋愛は、一
人前の人間として成長していくための大切な形成される場であり、この恋愛
は、教育の道をも意味することから、喜びと苦しみが伴うのである。つまり、
ルネッサンスの時代は、愛が教育の道だった。愛するということの規範は、
中世騎士道物語の宮廷愛であった。愛する者は愛故に修業し成長するのであ
る。それに対しバッサーニオにとってアントーニオからの愛は、すべてを包
む大きな優しさが感じられ、神様の愛と重なる。
指輪を与えた行為に込められたバッサーニオの思いは「死ぬまで身につけ
ておく」という誓いにそむくものであるだけに、バッサーニオの深い思いが
込められた厚意ゆえ、だからアントーニオは今度は、魂を抵当にして誓うと
語っている。魂を投げ打とうと言っている。こんなにも厚き友情を感じたポー
シャはすべての真実を打ち明けて許すのである。指輪紛失事件は、バッサー
ニオからアントーニオに対する友情の証だと言えよう。またこのバッサーニ
オの友愛を受けて「魂を抵当にして誓う」と最後の最後まで自分を犠牲にし
て語るアントーニオからもバッサーニオに対する友愛が示されている。この
ことから、指輪紛失事件は、アントーニオとバッサーニオの友情の大きさを
提示しているのである。そしてこれは、友情、友愛の大切さを描写したいと
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思っていた作者シェークスピアの意図がこめられている。つまり、指輪紛失
において、再びアントーニオとバッサーニオの友情が確認されるのであるか
ら、私見では、この主軸は、アントーニオとバッサーニオの親友二人の友情
なのである。
以上みてきたようにアントーニオのせりふをみていくと、セリフのほと
んどがバッサーニオとの友愛を語っていることが認識できる。そして“if 
I might but see you at my death.”（Ⅲ,ii,318）とか、“Meetest for death, ― the 
weakest kind of fruit ／ Drops earliest to the ground, and so let me….”（Ⅳ,i,115-16）
とか、“I dare be bound again, ／ My soul upon the forfeit….”（Ⅴ,i,251-52）とい
う言葉を裏書きするに、バッサーニオを幸せにするためにアントーニオは自
分の命と引き換えにシャイロックからお金を借りて資金を作り、バッサーニ
オをポーシャのもとへ送ったり、劇終局では魂と引き換えにバッサーニオの
幸せを願っていることから、せりふの多くに自分の身体、命、魂とすべてを
投げ打ってもかまわないという自分を犠牲にすることで形成されていくバッ
サーニオに対する強い友愛の姿が感じられる。確かに、友人というのは、似
ているところがあるものだから、心友であるアントーニオとバッサーニオに
は似ているところがあると言えるだろう。このことをポーシャも次のように
語っている。
   　 In companions
That do converse and waste the time together,
Whose souls do bear an egall yoke of love, 
There must be needs a like proportion
Of lineaments, of manners, and of spirit : （Ⅲ,iv,11-15）
それゆえポーシャも自分の犠牲を支払ってアントーニオを救いたいと語
り、人肉裁判で法学博士に扮したのである。アントーニオもバッサーニオも
双子のような二人であるかもしれないが、友愛の深さはアントーニオの方が
はるかに深いことがこれまで見てきたせりふから認識できよう。バッサーニ
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オに対するアントーニオの友愛は、サレーニオの言葉にみられるようにバッ
サーニオへの友情こそが生きる喜びであることから、自分を犠牲にしても
バッサーニオに幸せになってもらいたい、バッサーニオのためなら死んでも
かまわないという思いに絶えず着地点を置き、友人という絆の深さ、強さを
感じさせると同時に、真の、本来の友情とは生気あふれる青春の日の貴重な
宝であり、アントーニオとバッサーニオの姿にみられるものであることを感
じさせるのである。それゆえ、もう一度強調したいが、このアントーニオと
バッサーニオの友愛こそがこの The Merchant of Venice のテーマになっている
と言えよう。
作者シェークスピアが声高らかに謳う友愛が、このバッサーニオに友愛を
語るアントーニオの姿と重なる。あなたの顔は自然が自ら描いた美しい女性
のような顔と優しい心で、不実な女性の変わりやすい心とは無縁のものであ
る。また眼においても、男性の眼を奪い、女性の心をも魅了する眼をもって
いると語る詩を紹介して友愛を論じる章の結びとしたいと思う。
A woman’s face with nature’s own hand painted,
Hast thou, the master mistress of my passion ; 
A woman’s gentle heart, but not acquainted
With shifting change as is false women’s fashion ; 
An eye more bright than theirs, less false in rolling,
Gilding the object whereupon it gazeth ; 
A man in hue, all hues in his controlling,
Which steals men’s eyes and women’s souls amazeth.
  （Sonnet 20）
Ⅱ．Antonioの船の難破事件を導入した作者の意図
―　影響をもたらしたものは何か　―
アントーニオの全財産である船は海の上にあり、この状況から危険を恐れ
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ることなく、いくつもの海に船を出して交易に励み、進取の気性に富んだ
aggressive な男性としてアントーニオを描写していることがわかる。
しかしアントーニオの船が難破したといううわさが、観客や読者の人達に
知らされる。
Sal. Marry well rememb’red, ―　
 I reason’d with a Frenchman yesterday,
 Who told me, in the narrow seas that part 
 The French and English, there miscarried
 A vessel of our country richly fraught :
 I thought upon Antonio when he told me,
 And wish’d in silence that it were not his. （Ⅱ,viii,26-32）
そして、このせりふのすぐ前のサレーニオの言葉からシャイロックの娘
ジェシカが駆け落ちし、財産や宝石が持ち出され、シャイロックが激しい憤
怒に駆られている状態が知らされている。すなわち、ジェシカの駆け落ちに
よりシャイロックが嘆き悲しみ憤怒している状況と、アントーニオの船が難
破したうわさが同時に入ってきたのである。
Sal. Why yet it lives there uncheck’d, that Antonio hath a 
 ship of rich lading wrack’d on the narrow seas ; the
 Goodwins I think they call the place, a very dangerous
 ﬂat, and fatal, where the carcases of many a
 tall ship lie buried, as they say, ― if my gossip Report
 be an honest woman of her word. （Ⅲ,i,2-7）
上記のサリーリオのせりふよりアントニオの船が難破したといううわさが
大変な騒ぎとなっていることがわかる。サリーリオは単なるうわさであって
欲しいと願い、またアントニオの損失は 1 艘の船の喪失で終わりであってく
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れればよいのだがと言っている。しかし、この言葉はまた、これから起こる
だろう予期せぬ災難が Antonio の身に降りかかってくることをも暗示してい
たのである。
そして、この第 3 幕第 1 場の後半で、テューバルが登場し、シャイロック
にジェノア（Genoa）での娘ジェシカの様子を語る。同時にアントーニオの
船が難破した話も語る。つまり、ジェシカの駆け落ちのうわさ話とアントー
ニオの船が難破したうわさ話を交互にテューバルによってシャイロックに知
らされる。
箱選びも終わり、ポーシャを妻にすることができたバッサーニオのもとへ、
アントーニオからの手紙がサリーリオによって届けられる。手紙には、アン
トーニオの投資はすべてむだになり、アントーニオの船は、商船の敵である
暗礁を 1 艘も逃れることはできなかったと書かれていた。アントーニオの悲
痛な叫びとも言える手紙をバッサーニオは次のように語っている。
 　　  Here is a letter lady,
The paper as the body of my friend,
And every word in it a gaping wound
Issuing life-blood. （Ⅲ,ii,262-65）
すべての船が難破し、一文なしになってしまったという災難に加えて、シャ
イロックからは、裁判だ、抵当だ、証文だと繰り返し言い続けられ、更に生
命までも要求されているという 2 つの災難がアントーニオの身に襲いかかっ
てきていることがこの手紙からわかる。だが、アントーニオの船が難破した
話は、この場面で終わり、この次に船について語られるのは劇の終局である。
そして、ポーシャによってアントーニオの船はすべて無事であることを知ら
され、劇は終わるのである。
And I have better news in store for you
Than you expect : unseal this letter soon,
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There you shall ﬁnd three of your argosies
Are richly come to harbour suddenly.
You shall not know by what strange accident
I chanced on this letter. （Ⅴ,i,274-79）
どうしてポーシャが“You shall not know by what strange accident I chanced 
on this letter.”と語ったのだろうか。それは、私見であるが、交通機関も文
通も便利でなかった時代だから、旅行客のたわいもない会話からうわさ話と
して流れてきたものであると言えよう。とするとテューバルも誰彼となく耳
に入ってきた、あくまでもうわさ話にしかすぎないことをシャイロックに話
し、それが、あたかも事実のように一人歩きしてしまったのではないだろう
か。またこの難破事件に関してもポーシャは、噂を耳にすると素早く人を派
遣して、現地を調査して、事実を把握していたのではないかと思う。劇の終
局でそのことを説明するのもあえてひかえて、黙して語らずで真意の含みを
もたらしていたのであろう。
以上みてきたように、このアントーニオの船の難破の話は、サリーリオ、
サレーニオ、テューバルの語りによって我々観客や読者に知らされる。うわ
さ話の 1 つとして、ジェシカの駆け落ちの話とからませながら話が伝えられ
る。このアントーニオの船の難破の話によって痛手を受けた者は、アントー
ニオとシャイロックである。なぜなら、シャイロックは、船の難破により貸
したお金がもどってこないからである。しかし、それは、この事件のうわさ
話が流れた当初だけであり、テューバルの話を聞くシャイロックの言動から
アントーニオの船が難破したことを痛手に思うどころか、むしろ喜んでいた。
その一方で、駆け落ちしたジェシカの財宝の散財の様子をテューバルから聞
くにつけ、シャイロックの怒りは頂点に達し、その怒りの矛先がアントーニ
オに向けられ、復讐を決定づける要因になってしまった。つまり、散々アン
トーニオから軽蔑され、侮辱され、憎しみ、憎悪の念を抱いていたシャイ
ロックは、ジェシカの財宝散財に怒りが頂点に達し、これが誘引となり、財
産を失った弱い状況になったアントーニオにつけこんで、ここぞとばかりに
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復讐の刃を立てたのである。この殺意のこもった復讐が次の人肉裁判へとつ
ながっていくのである。
アントーニオの受苦は、大変大きなものであったことが次のせりふから理
解できよう。
These griefs and losses have so bated me
That I shall hardly spare a pound of ﬂesh
Tomorrow, to my bloody creditor. （Ⅲ,iv,32-34）
アントーニオは、友情からバッサーニオに自分の全財産を食いつぶすギリ
ギリのところまで尽くした。全財産を積んだ船がすべて難破し、シャイロッ
クには憎悪を抱かれ , 殺意まで抱かれ、死ぬ覚悟までした。まさしく、彼は、
悲劇の主人公のように数々の試練、受難を乗り越えてきている。くり返すこ
とになるが、この船の難破事件は、アントーニオに二重の受苦を与えた。つ
まり、アントーニオを一文なしにしてしまったことと、シャイロックに復讐
の機会を与えることになってしまったことである。つまり、シェークスピア
は、人肉裁判へと導入するための話として、アントーニオの難破事件を導入
したのだろう。それは、アントーニオの難破事件がジェシカの駆け落ちとま
ざって語られているところに意味があり、このときのシャイロックの言動を
みると明らかである。テューバルがジェシカの財宝散財の話を語るとシャイ
ロックは激怒し、その激怒を静めるかのようにアントーニオの船の難破の話
をすると、シャイロックは喜び、よくこんな話をしてくれたといってテュー
バルに感謝しているのである。このように、アントーニオの船の難破の話が、
シャイロックの復讐を決定づけることになった。また、この時点においてシャ
イロックもアントーニオも一文なしとなり、同じ状態である。シェークスピ
アは、おそらく二人を同じ悲劇の状態におかせて裁判に臨ませることが意図
であり、シャイロックだけではなく、アントーニオも同じ受苦の立場にある
から理解してほしいという願いもあったのだろう。だがシャイロックには、
アントーニオに対して同情するどころか、軽蔑の気持ちを強めることになる。
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アントーニオの船の難破事件によって見出されたものは、アントーニオ
に対してみせたシャイロックという人間の心の中にある、善と悪の悪であ
り、表と裏の裏であり、それがシャイロックの真意であった。自分のこと
につながる不幸、つまりジェシカの駆け落ちについては嘆き、悲しむのに、
憎むべき存在のアントーニオの不幸は喜ぶユダヤ人シャイロックの姿に、
Christianity の教えである、隣人の不幸を憐れむという憐憫の情が全くないこ
とをシェークスピアは上手に用い、この場面で描写し、滑稽さまで表現して
いると言えよう。
Ⅲ．Antonioの melancholyの理由と結び
I hold the world but as the world, Gratiano,
A stage, where every man must play a part,
And mine a sad one. （Ⅰ,i,77-79）
すべての人間は、自分の人生を舞台とし、一生に起こる悲喜こもごものド
ラマを自分自身が主人公となり演じ、生涯を閉じる。The Merchant of Venice 
という舞台でアントーニオは melancholy の役を演じると語っている。どう
してシェークスピアは彼にこのようなせりふを語らせたのだろうか。お金持
ちでみんなから愛されているアントーニオなのにどうしてこのような思いを
抱いているのか、また、アントーニオがこの劇で意味しているものは何なの
か。人間の一生において起こる出来事には、悲しいことも、嬉しいこともあ
る。それなのに、悲しいことだけに焦点をあてて演じさせるとはどういうこ
となのだろうか。やはり、そこには何か重要な意味があるように思う。
In sooth I know not why I am so sad,
It wearies me, you say it wearies you;
But how I caught it, found it, or came by it,
What stuff ‘tis made of, whereof it is born,
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I am to learn:
And such a want-wit sadness makes of me,
That I have much ado to know myself.  （Ⅰ,i,1-7）
第 1 幕第 1 場の 1 行目からアントーニオは melancholy を語り、劇が始ま
る。ここで想起されるのがハムレット（Hamlet）の melancholy である。ハ
ムレットも劇の冒頭で melancholy を装っていて、つまり、アントーニオと
同じ melancholy の役を演じているのである。このときのハムレットの姿を
クローディアス（Claudius）は、“How is it that the clouds still hang on you?”（The 
New Cambridge Shakespeare Hamlet. I,ii,66）と言っている。重なるのは冒頭だ
けでなく、アントーニオのせりふを辿っていくと、劇の終局での言葉も同じ
なのである。
Antonio. I am dumb!  （Ⅴ,i,279）
Hamlet. ― the rest is silence.   
 （The New Cambridge Shakespeare Hamlet.Ⅴ,ii,337）
同じ沈黙でもアントーニオの場合は、「言葉がでないほど嬉しい」という
意味の「沈黙」であり、それに対しハムレットは死んでいく者の最後の言葉、
つまり死を意味する「沈黙」であり、同じ沈黙という言葉を劇の終局で、最
後のせりふとして作者が語らせている。ここに喜劇と悲劇の意味がもたらす
言葉の使い方、言葉の想像力の違いに作者の魅力を感じる。
また、ハムレットの姿を語るクローディアスの言葉にみられるように、
melancholy を演じるアントーニオとハムレットには人生の雲を感じる。人生
はいつも太陽の下で陽気に過ごしてはいられない。太陽が雲に隠れ、暗く、
どんよりとした気分で過ごすこともある。そして、シェークスピアのテーマ
である appearance と reality の概念から考察すると、明るく、太陽の下で陽気
に過ごすことができるのは、人生のみせかけ、うわべだけであり、あっとい
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う間に楽しい時は過ぎていってしまう、はかない夢である。それに対し、暗
くどんよりとした悲しみ、苦しみ、失意を抱く人生こそ真実であり、重要で
あり、現実であるのだということをシェークスピアは言おうとしている。そ
れゆえ、人生の大事な苦しみや悲しみを演じさせているアントーニオにハム
レットと類似するような重要な役割を課しているのではないだろうか。この
推論を裏付けるために、劇の流れに沿ってアントーニオのせりふを読んでみ
たいと思う。
Bass.   　 to you Antonio
 I owe the most in money and in love,
 And from your love I have a warranty
 To unburthen all my plots and purposes
 How to get clear of all the debts I owe. （Ⅰ,i,130-34）
Ant. My purse, my person, my extremest means
 Lie all unlock’d to your occasions.   （Ⅰ,i,138-39）
このせりふは、バッサーニオがお金の面においても、友情の面においても
アントーニオにどれだけお世話になっているかがわかる。そして、アントー
ニオが自分のお金も、身体も喜んでバッサーニオのために投げ打つことまで
言っている。バッサーニオはそんなアントーニオの友情にすがって、さらな
る借金の依頼をする。
Ant. And out of doubt you do me now more wrong
 In making question of my uttermost
 Than if you had made waste of all I have : 
 Then do but say to me what I should do
 That in your knowledge may by me be done,
 And I am prest unto it : therefore speak. （Ⅰ,i,155-60）
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もう一度バッサーニオに対して、アントーニオは親友だから遠慮せずに何
でも言ってくれ、そんなふうに遠慮している姿こそ、アントーニオの持って
いる全財産を浪費させることよりもずっとひどいことだとまで言ってくれて
いる。このせりふから推察すると、もうバッサーニオはアントーニオの全財
産を食い潰すところまできているのかもしれないが、それなのにアントーニ
オはお金という物質的なものへの執着もなく、それどころか、さらに差し出
そうとしている。その姿に、どれだけバッサーニオに対して心という精神面
を大切に思っているかが伝わってくる。
そして、アントーニオの全財産は海の上にあるため、バッサーニオに貸せ
る現金も商品も手元にない。それでも、バッサーニオをポーシャのもとへ旅
立たせてあげたいと思い、そのように思う気持ちから出来る限りの手を尽く
すことがつまり、シャイロックにお金を借りることとなる。
ところが、ジェシカの駆け落ちでシャイロックの全財産は持っていかれ、
同時にアントーニオの全財産を積んだ船は難破したという情報が入ってく
る。シャイロックと交わした証文の期限も過ぎてしまう。シャイロックの怒
りは頂点に達し、怒りの矛先がアントーニオに向かってしまい、アントーニ
オの話は一切聞いてくれない。なんとかして話を聞いてもらいたいと願うア
ントーニオのあきらめの言葉が次のせりふである。
   　  Let him alone,
I’ll follow him no more with bootless prayers.
He seeks my life, his reason well I know ;
I oft deliver’d from his forfeitures
Many that have at times made moan to me,
Therefore he hates me. （Ⅲ,iii,19-24）
しかし、同時にこのせりふからアントーニオが常々困った者には無利子で
融資してやり、貧しい人々から慕われ、またみんなのことを考え、力になり、
どれだけ多くの好意や敬意を寄せられていたかが伝わってくる。アントーニ
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オがこのように慕われていることは、次の第 4 幕第 1 場の法廷の場面でも明
らかである。バッサーニオもグラシアーノー（Gratiano）もアントーニオの
命を救うために自分のすべてを失ってもいいと公言している。
そして、いよいよ、第 4 幕第 1 場の法廷の場面で、アントーニオは覚悟を
決め、終始シャイロックの思うとおりに自分を裁いてほしい、法の判決にのっ
とって裁きを下さるように心からお願いします。“Most heartily I do beseech 
the court to give the judgment.”（Ⅳ-i238-239）と言っている。
  　　　 I do oppose
My patience to his fury, and am arm’d
To suffer with a quietness of spirit,
The very tyranny and rage of his.  （Ⅳ, i,10-13）
Let me have judgment, and the Jew his will !  （Ⅳ, i, 83）
I am a tainted wether of the ﬂock,
Meetest for death, ― the weakest kind of fruit
Drops earliest to the ground, and so let me ;   （Ⅳ, i,114-16）
裁判が終わり、劇の終局において、指輪紛失でポーシャとバッサーニオが
口論している時も、
I once did lend my body for his wealth,
Which but for him that had your husband’s ring 
Had quite miscarried. I dare be bound again,
My soul upon the forfeit, that your lord
Will never more break faith advisedly. （Ⅴ, i, 249-54）
 
と言う。このように最後まで自分のことを犠牲にしながら、みんなのことを
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考え、大切に思い、尽くす姿が描かれている。
以上みてきたようにアントーニオはハムレットと同じような melancholy
の役を演じながら、バッサーニオのことを心配し、大切に思い、そして自分
を犠牲にしてまでもみんなのことを考えた。その結果が最後のせりふにみら
れるように難破したと思われていた船がすべて無事である喜びの言葉で終わ
るように、アントーニオにも幸せが用意されていたのであろう。
そして、アントーニオの melancholy の理由とアントーニオが劇において
もつ意味とは重なるものがある。つまり、アントーニオの melancholy の理
由は、Venice という社会が変化し、秩序が乱れ、社会が再構築されていく過
程で社会が必ず伴う苦痛を自分の苦痛として感じていたのではないかと思
う。それは、シャイロックによってこれから起こるであろう人肉裁判に象徴
されるような平和と調和の秩序の乱れた社会を憂い、憂鬱になっていたので
はないかと思われる。また、inﬂation や the Black Death や農村の囲い込み、
浮浪者の増加など Elizabethan の社会がもたらした混乱、憂鬱、危機、絶望
を作者はアントーニオに反映させていたのではないかと思う。調和がいかに
大切であるかを劇の終局でポーシャも語っている。
Por. That light we see is burning in my hall.
 How far that little candle throws his beams !
 So shines a good deed in a naughty world.   （Ⅴ, i, 89-91）
この小さな蝋燭の光が「調和」の光、「平和」の光であれとポーシャは
祈っている。また、“Nothing is good I see without respect, ―”（Ⅴ,i,99）とポー
シャが語るまわりとの調和の大切さを意味する ‘respect’ と、劇の冒頭でアン
トーニオの憂鬱を友人グラシアーノーが“You have too much respect upon the 
world.”（Ⅰ,i,74）と語る世間との調和を意味する ‘respect’ と言葉が響き合う
ことからも、アントーニオの melancholy の理由は、これから起こるであろ
うシャイロックによって引き起こされる争いに象徴されるような、調和と平
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和の秩序の乱れを暗示していたものであろうと思う。さらに付け加えれば、
作者シェークスピアは、調和と平和の大切さを他の多くの作品で説いている。
例えば、そのことをイギリスの庭園にたとえて、法や秩序が乱れ、調和を
破壊するとこのような恐ろしい状態になることを Richard II で、庭師の徒弟
が親方に語るせりふから説いている。
Why should we, in the compass of a pale,
Keep law and form and due proportion,
Showing, as in a model, our ﬁrm estate,
When our sea-walled garden, the whole land,
Is full of weeds, her fairest ﬂowers chok’d up,
Her fruit-trees all unprun’d, her hedges ruin’d,
Her knots disordered, and her wholesome herbs
Swarming with caterpillars ?  （Ⅲ, iv, 40-47）
こんなに小さな囲まれた庭の世界の中でも、それぞれの生物たちが法や秩
序を守り、調和を保ってこそはじめてお互いが共存共栄できることを語り、
いかに法や秩序を守り、調和を保つことが大切であるかを説いている。そし
て、このせりふは、ここでは、このように腐敗している庭園を、堕落してい
く王国と結びつけている。しかし、ここでイメージされているイギリスの庭
園は、厳格な規則のもとに造られていて、例えば、美しい模様を描いた花壇
には、あらかじめ花の咲く時期や色を考慮に入れて、数々の種類の草花が植
えられていた。また、植え込みは、庭師達によって幾何学模様に整えられて
いたり、植木が動物の形に刈り込まれていたりと、大変整備されているので
ある。
このように、作者は、法や秩序を守り、調和を保つことがどれだけ大切か
を述べていることから、アントーニオの melancholy の理由は、調和や平和
を乱されることにつながりがあると思われるのである。
そして、アントーニオの劇における役割は、冒頭でも述べたように、“A 
−20−
stage, where every man must play a part, and mine a sad one.”ともう一つ、苦し
みや悲しみを演じる悲劇的要素をもつアントーニオには悲劇の主人公のよう
な役割をも担わせていることがわかる。つまり、1 つの劇の構成は、すべて
光と影の明暗によって作られていて、main plot と sub plot の明暗のみならず、
さらにシェークスピアは、main plot の中においても明暗を対比して構成し
ている。その「明」を演じるのがバッサーニオで、「暗」を演じるのはアントー
ニオである。
影があり、雲のような「暗」の部分を演じているアントーニオには、もう
一度くり返すが、ハムレットと重なるところがある。悲劇の主人公のような
役割とは、例えば、ハムレットの真の願いや幸せは、Denmark の王子として
次世代につなげることにあり、Denmark の秩序と平和と繁栄を願いながら死
をもって劇を終えたように、またリア（Lear） やオセロー（Othello）や マク
ベス（Macbeth）にもみられるように、悲劇の主人公達は、多くの受難、試
練に見舞われ、簡単に死ぬことはできない。苦しみ、もがきながら、数々の
試練を乗り越えることが、主人公の果たす役割であり、そして、ようやく死
という終局を迎えることができる。
King Lear で述べるならば、sub plot のグロスター（Gloucester） は、実の息
子のエドガー（Edgar）の胸で死を迎えることができたが、main plot のリア
においては コーディリア（Cordelia）の胸で死を迎えることができない。コー
ディリアの死を見届けてからリアは死ぬのである。つまり、シェークスピア
は main plot のリアには、他の登場人物にみられるような受難ではなく、よ
り大きな試練を用意していて、その大きな試練を乗り越えることを悲劇の主
人公の果たす役割としている。
それゆえ、アントーニオも、喜劇の作品において悲劇の主要人物を演じて
いる。彼の幸せも他の登場人物達と同じような、良き伴侶と結ばれて、終局
を迎える個人的な喜び、幸せにあるのではなくて、個を超えたより大きなも
のに、存在しているのではないだろうか。すなわち、アントーニオにとって
の本当の幸せは、皆の幸せを願い、皆が幸せになっていくのを、遠くで見守
り微笑みながらみていることであると言えよう。そして、皆の幸せ、つまり
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「公」の幸せをきちんと見届けてから、難破したと思われていた船がすべて
無事である知らせが届く「個」という個人的な幸せを得て、芝居自体は喜劇
として終わるところにアントーニオのすばらしさと大きさがより強く感じら
れる。喜劇の中で悲劇を演じる中心人物としての役割を立派に果たしている
のである。
すなわち、アントーニオの melancholy の理由は、皆が平和で調和を保ち、
幸せになってくれれば消えていくものであり、勿論その皆の中の 1 人に親友
バッサーニオに対する個人的な心配も含まれ、バッサーニオが放蕩生活に終
止符を打ち、結婚し、幸せになったことも melancholy が消える要因の 1 つ
であったと言える。そして、悲劇的な要素を演じるアントーニオには、さらに、
作者は大きな役割を与えていて、自分を犠牲にし、皆の幸せを祝福するとこ
ろに寛大な心を描写し、アントーニオの果たす役割を示しているのであろう。
アントーニオにも結婚させたい、と観客や読者の人達は思うかもしれないが、
それでは、一般の人々と同じになってしまい、主要人物の果たす使命からす
ると、あまりにも小さすぎる人間の描写になってしまうであろう。結婚して
喜ぶ友人達を心から祝福する姿こそアントーニオの役割であり、さらに多く
の受難を乗り越え、我が身を犠牲にして、皆の幸せを願うところから、他の
登場人物とは違った人間としても、大きな役割を果たしているとも言え、ア
ントーニオの大きさ、すばらしさが伝わってくると言えよう。
たった 4 行に込められたアントーニオの最後の言葉からもそのことが感じ
られる。多くを語っていないところに内にこめた真の喜びを感じ、喜劇とし
て劇を終えるのにふさわしい言葉であるとも言えよう。
I am dumb ! （Ⅴ, i, 279）
Sweet lady, you have given me life and living ;
For here I read for certain that my ships
Are safely come to road.  （Ⅴ, i, 286-88）
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The Merchant Of Venice, 2006. からとする。
2 Sonnet の 引 用 は、THE OXFORD SHAKESPEARE The Complete Sonnets 
and Poems, 2002. からとする。
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